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■ 現状と課題 

⚫ 全国学力・学習状況調査などの諸調査の結果から現状と課題を把握し、教員が主体的・対話

的で深い学びの視点からの授業改善を行えるよう、「川越市小・中学生学力向上プラン」に

より教育委員会と学校が目標と指導方法を共有しています。 

⚫ 知識及び技能の定着・習熟と、思考力、判断力、表現力等の育成について、バランスのとれ

た指導を行っていくために、各種調査結果の分析結果に基づき、多様な他者との関わり合い

を重視した「対話・協働による学び合い」の視点による授業改善が必要です。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を推進するため、研修や学校訪問等を通

し、「川越市小・中学生学力向上プラン」で示す「川越授業スタンダード※」のより一層の定

着と深化を図ります。 

⚫ 各種調査等の分析から現状と課題を把握し、教員一人ひとりの指導力向上と、学校の教育力

向上を目指します。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

国語、算数・

数学の授業の

理解度（％） 

【全国学力・学習状況調査】 

質問紙調査において、国語、

算数・数学の授業は分かると

回答した児童生徒の割合 

83.0 90.0 

児童生徒の学

力の向上度

（％） 

【埼玉県学力・学習状況調

査】学力を伸ばした児童生徒

の割合 

65.2 67.5 

１ 確かな学力の育成 

施 策 

⑴ 学力向上の推進 

施策の柱 

細施策の指標 

 

細施策 

①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の推進 

資料 1-1 

R7.10 第四回審議会用資料 

※川越授業スタンダード：こどもたち一人ひとりの主体的な学びによる学力向上を目指し策定した「川越市
小・中学生学力向上プラン」に掲げているもので、授業の具体的な学習活動の流れを示した本市が目指す授
業の基本形。 
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教育委員会と小・中学校が目標を共有し、本市の学校教育の 更なる充実とこどもたち一人ひと

りの学力向上を図ることを目指して策定したプラン。 
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■ 現状と課題 

⚫ 主体的・対話的で深い学びの実現に向け、ＩＣＴの活用事例を創出・周知しております。 

⚫ 学校間や教職員間でＩＣＴの活用頻度や精度に差が生じることがないよう、すべての学校

で、一定の水準におけるＩＣＴの活用を推進する必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 具体的なＩＣＴ活用の方法について周知することで、多様な他者との関わり合いを重視した

「協働的な学び」と、学習内容の確実な定着と学習を深め広げる「個別最適な学び」の充実

を図ります。 

⚫ 研修等で、ＩＣＴを活用することによる効果等を具体的に示すことで、学校や教職員のＩＣ

Ｔ活用に対する意識醸成を図ります。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

授業における

ICT 活用の状

況（％） 

【全国学力・学習状況調査】

自分の考えをまとめ、発表・

表現する場面で、児童生徒一

人ひとりに配備された PC な

どの ICT 機器を週３回以上活

用したと回答した学校の割合 

34.0 80.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②ＩＣＴ活用の推進 

細施策の指標 
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■ 現状と課題 

⚫ 「川越市小・中学生学力向上プラン（家庭学習版）」により、こどもたちが学びの過程で生

まれた新たな疑問や興味・関心、自信や期待をもとに家庭学習に取り組むことで学びを広げ

たり深めたりすることができるよう、教員に周知しています。 

⚫ 家庭学習の実施状況は学校ごとに異なっていることから、「川越市小・中学生学力向上プラ

ン（家庭学習版）」で示す授業と関連付けられた家庭学習について、具体的な事例を示し、

実施を促していく必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 実践事例の共有や研修の実施を通して、具体的な家庭学習の実施方法について周知していき

ます。の周知を図ります。 

⚫ こどもたちが自身の学びを広げたり深めたりすることができるよう、各学校に家庭学習の取

組事例を周知するなどの取組を推進します。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

児童生徒の 

家庭学習の 

状況（％） 

【全国学力・学習状況調査】

学校の授業時間以外に、普段

（月曜から金曜）、１日あた

り１時間以上勉強していると

回答した児童生徒の割合 

65.7 80.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③家庭学習の充実 

細施策の指標 
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■ 現状と課題 

⚫ 各小学校が近隣の幼稚園、保育園、認定こども園と連携し、接続期における接続を円滑なも

のとするために、川越市幼児教育振興審議会にて園・小学校の連携の在り方や各年の研究実

践について話し合っています。 

⚫ 幼稚園・保育園・認定こども園と小学校における円滑な接続に向け、育てたい幼児・児童像

の共有や連携事業を取り入れた教育課程を編成する必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を、園・小学校において共有し、それぞれの教育・保

育に生かすことで、園・小学校の円滑な接続を図ります。 

⚫ 川越市幼児教育振興審議会において、園・小学校の連携の在り方や各年の研究実践について

話し合うことなどを通じて、園・小学校の円滑な接続と幼児教育の充実を図ります。 

⚫ 園・小学校の教職員等を対象とした研修を実施し、幼児教育の充実を図ります。 

 

 

活動指標 説明 現状値(令和６年度) 令和 12 年度 

幼保小連絡懇

談会への参加

状況 

小学校を中心とした地区の幼

稚園・保育園・小学校でグル

ープを組み開催される懇談会

への参加状況 

 

- 

 

⑵ 校種間連携の推進 

施策の柱 

細施策の指標 

 

細施策 

①幼稚園・保育園・認定こども園・小学校の連携 

 

  

 

幼保小連絡懇談会への参加を促すこと

で、幼稚園、保育園及び小学校低学年の

保育や教育の現状から幼児教育について

理解を深め、その充実を図ります。 
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こどもの発達や学びは、幼児期から児童期を通じて連続し、さらに将来にもつながって

いきます。 

一人ひとりのこどもの発達や学びを、切れ目のないようにつなぎ、次の段階で一層発展

できる教育・保育を目指すために「ときも学びのプロセス」を活用しております。 
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■ 現状と課題 

⚫ 校種間連携の充実を目的とした小・中学校合同研修会の開催基準日を設定（校種間連携の

日）し、各学校が創意工夫しながら教職員同士の交流や児童生徒の交流を中心に、小中９年

間の円滑な接続を目的とした取組が実施できています。 

⚫ 同校種や異校種が複数存在する中学校区では、連携や調整を図る学校数が多いため、取組の

推進が難しい現状があります。校種間の円滑な接続を目的とした交流は継続しつつも、小中

９年間の連続した教育課程の編成へ重点を移行していく必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 学校管理課 

⚫ 教科等について 9 年間の系統性を踏まえた学習を推進します。 

⚫ 教育課程の連携を更に推進させ、小中一貫教育の充実を図ります。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

近隣の学校と

教育課程の接

続、共通の取

組の実施率

（％） 

【全国学力・学習状況調査】

学校質問から、「前年度まで

に、近隣等の中学校と、教科

の教育課程の接続や、教科に

関する共通の目標設定等、教

育課程に関する共通の取組を

どの程度行いましたか」とい

う質問に「よく行った」と回

答した学校の割合 

小学校 28.1 

（９校） 

中学校 31.8 

（７校） 

小学校 40.050.0 

（13 校）（16 校） 

中学校 40.050.0 

（９校）（11 校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②小中一貫教育の推進 

細施策の指標 
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■ 現状と課題 

⚫ 市立学校全校に英語指導助手を配置し、児童生徒の外国語でコミュニケーションを図る資

質・能力を育成するとともに、英語指導助手研修会や英語教育推進訪問等の機会をとおし

て、英語指導助手の資質・能力の向上を図っています。 

⚫ 児童生徒が生きた英語に触れる機会を一層充実することができるよう、英語指導助手が授業

や授業外で積極的に参画できるようにするとともに、引き続き英語指導助手の資質・能力の

向上を図る必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育センター 

⚫ 英語指導助手と教員とのより良いティーム・ティーチング（共同授業）の実現や授業外での

教育活動の充実に向けて、各学校を訪問して指導及び支援を進めます。 

⚫ 英語指導助手が日本の学校教育への理解を深めたり、授業での役割や児童生徒への効果的な

働きかけ等について学んだりできるよう、研修会の充実を図ります。 

⚫ 児童生徒が自国や他国の言語や文化を理解し、グローバルな視野で活躍するために必要な資

質・能力を身に付けることができるよう、川越市イングリッシュキャンプ等、児童生徒が生

きた英語に触れ、英語を実践的に活用する機会の確保に取り組みます。を図ります。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

英語指導助手

の参画状況

（％） 

英語教育実施状況調査におい

て、英語指導助手が、教師と

のやり取りを児童（生徒）に

示す、児童（生徒）のやり取

りの相手を行う、などの活動

を、「75%以上の授業で行っ

た（行う）」と回答した学校

の割合」。 

86.6 100 

 

 

 

⑶ グローバル化に対応する教育の推進 

施策の柱 

細施策の指標 

 

細施策 

①英語指導助手の配置事業の充実 
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■ 現状と課題 

⚫ 小・中学校の外国語科担当教諭等を対象とした研修の実施や、外国語活動・外国語科研究委

員会による教材・指導資料等の作成及び配布等をとおして、教員の外国語の指導力向上を図

っています。 

⚫ 児童生徒の英語力を向上させるため、研究や研修等をとおして教員の外国語の指導力向上を

図るとともに、「５ラウンドシステム※」の指導方法を市内に広く発信し、4 技能 5 領域※を

バランスよく育成できるにしていく必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育センター 

⚫ 教員の外国語の指導力向上を図るため、外国語活動・外国語科に係る研修会を充実させると

ともに、授業の充実・改善等に資するための教材・指導資料等の作成・配布を進めます。 

⚫ 「５ラウンドシステム」を定着させ、教員の「５ラウンドシステム」に係る実践的指導力を

向上させるため、研修等の学ぶ機会の充実を図ります。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

生徒の英語力

の状況（％） 

英語教育実施状況調査におい

て、CEFR （ヨーロッパで作

成された外国語学習者の習熟

度を示すガイドライン）の A1

レベル相当（英検３級など）

以上の英語力を有する（と思

われる）生徒の割合 

67.4 70.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②小学校・中学校英語教育の充実 

 

細施策の指標 

※５ラウンドシステム：教科書を効果的に活用する指導方法。教科書の全単元のストーリーを、年間で４～５
回繰り返し学習する。ラウンドごとに学習の目標を変えながら、同じストーリーに繰り返し触れることで、
英語表現の効果的な習得を可能にし、自分の考えや思いを主体的に伝えることができる生徒の育成に資する
ことが期待される。 

４技能５領域：４技能とは、英語の学習において育成すべき技能のことであり、「聞くこと」「読むこと」「話
すこと」「書くこと」のことを指している。学習指導要領では、「話すこと」の技能を、「話すこと［やり取
り］」「話すこと［発表］」に２領域に分け、その他（「聞くこと」「読むこと」「書くこと」）と合わせて５領域
とし、領域別に設定した目標を達成することをとおして外国語科の目標を達成することを目指している。 
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■ 現状と課題 

⚫ 各種調査による児童生徒の情報活用能力の把握と、各学校におけるＩＣＴを活用した授業実

践を実施しています。 

⚫ 児童生徒における情報の整理・分析等に関する能力やプログラミング的思考の育成につい

て、体系立てて進めていく必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 教員の研修において、ＩＣＴを活用した授業の実践事例等を示すことで、児童生徒の情報活

用能力の育成を図ります。 

⚫ 児童生徒における情報の整理・分析等に関する能力、プログラミング的思考や生成ＡＩの活

用等について、体系立てた育成方法を検討・周知していきます。の検討及び周知を図りま

す。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

児童生徒の情

報活用能力の

状況（％） 

【全国学力・学習状況調査】

学習者用コンピュータを使っ

て情報を整理することができ

ると回答した児童生徒の割合 

- 90.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 

 

施策の柱 

細施策の指標 

 

細施策 

①情報活用能力の育成における情報技術の活用および特性の理解 
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■ 現状と課題 

⚫ 各学校で情報モラル・情報セキュリティに関する児童生徒に対する指導を実施するととも

に、教職員の研修においても情報モラル・情報セキュリティについて取り扱っております。 

⚫ 技術の進歩により、児童生徒が身に付けるべき情報モラル・セキュリティの内容が変化して

いることから、時代に即した情報セキュリティ・情報モラルに関する資質・能力を計画的に

育成していく必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 情報セキュリティ技術の適切な取扱いに関する内容を各種研修等で取り扱うなどの取組によ

り、教職員の意識向上を図ります。 

⚫ 時代に即した情報モラル・情報セキュリティに関する資質・能力が身に付けられるよう、

「情報モラル・情報セキュリティ指導カリキュラム」の更新を含め、体系立てた育成方法を

検討・周知していきます。の検討及び周知を図ります。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

児童生徒の 

情報モラル・

情報セキュリ

ティの状況

（項目） 

【市独自調査】 

情報モラル・情報セキュリテ

ィに関する調査における小・

中学校各７項目、合計１４項

目において、95%以上が肯定

的な回答をしている項目数 

２.5 

6 

７ 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②情報セキュリティ・モラルに関する資質・能力の育成 情報技術の適切な取扱い 

細施策の指標 
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■ 現状と課題 

⚫ 教員の ICT 活用指導力の向上を図るとともに、学校 ICT 環境全般の課題への対応を継続し

て行うため、業務委託によるヘルプデスクの設置や訪問支援員の訪問支援を実施していま

す。 

⚫ 教員におけるＩＣＴ活用指導力の格差是正に向け、研修の実施や教員のニーズに合った支援

体制構築をしていく必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ 教員の希望や状況に応じて、受講科目が選択可能な研修等を実施することでＩＣＴ活用指導

力の育成を図ります。 

⚫ 川越市ＧＩＧＡポータルサイト等を活用し、教員がＩＣＴ活用に関する情報を取得しやすい

環境の整備を進めます。 

⚫ 学校のＩＣＴ環境の変化に応じて、ヘルプデスク設置等の適切な支援体制の整備を引き続き

推進します。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

ICT 活用に関

するサポート

の状況（％） 

【全国学力・学習状況調査】

コンピュータなどの ICT 機器

の活用に関して、学校内外に

おいて十分に必要なサポート

が受けられていると回答した

学校の割合 

85.4 95.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③教育の情報化に関する推進体制の充実 

 

細施策の指標 
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■ 現状と課題 

⚫ １人１台の学習者用コンピュータやインターネット回線及び、電子黒板等の整備・維持・管

理を行っています。 

⚫ 安定した学習環境を維持するため、ネットワーク環境・学習者用コンピュータ等の運用保守

及び適切な更新を継続するとともに、時代に即した情報機器やアプリケーション等の整備を

適切に行う必要があります。 

 

■ 細施策の方向性 担当課 教育指導課 

⚫ ネットワーク環境や学習者用コンピュータ等の契約期間や耐用年数に基づき、適切な運用保

守及び更新を実施します。 

⚫ 時代に即した情報機器やアプリケーション等のデジタル環境を、適切に整備していきます。 

 

 

指標 説明 現状値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

デジタル環境

の整備状況

（項目） 

小・中学校におけるデジタル

学習基盤等の整備状況 

【対象項目】 

・学習者用コンピュータ（第 2 期） 

・次世代型校務支援システム 

・ダッシュボード 

・指導者用端末（校務兼用） 

・デジタルドリル 

・採点システム 

整備済み項目 

０ 

整備済み項目 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ＩＣＴ環境の整備 

 

細施策の指標 


